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Results of the doctoral thesis defense 

博士論文審査結果 
 

氏 名
N a m e  i n  F u l l

 新海拓郎  
 

論文題目
T i t l e

 奈良県大和郡山の金魚養殖をめぐる民俗誌―養殖池・生産技術・販売と流通―  
 
 本論文は、奈良県大和郡山市における商業的な金魚養殖を対象とし、生業としての金魚

生産を「生産環境としての池」「産卵と孵化の技術」「販売と流通」という 3 つの側面から

明らかにしたものである。  
 金魚とは中国南部に生息する野生のフナ（Carassius auratus auratus）をもとに改良が重

ねられた観賞魚である。これまで、金魚に関しては琉金や出目金、ランチュウといった高

級品種を取りあげ、愛好家による品種改良や飼育、産地形成に関わる民俗学・地理学的研

究が少ないながら蓄積されてきた。一方、本論文が注目する和金は原種に近く、金魚すく

い用として特定の産地で商業的に大量生産が続けられている品種である。この品種に関し

ては、養殖の歴史が長いにもかかわらず養殖技術の詳細を分析した研究がなかった。申請

者である新海は、金魚生産の歴史が古く、いまでも和金の大量生産を続ける大和郡山市を

対象に、現地に 1 年 9 カ月間住み込みながら調査をおこない、和金の生産環境から生業技

術、流通構造などを明らかにした。  
 本論文は序章と終章を含めた全 9 章で構成される。序章では先行の研究を通して人文科

学分野における養殖研究の少なさと生業としての金魚養殖を取りあげる重要性が学史を踏

まえながら説かれる。第 1 章では 4 軒の養殖業者による金魚池とため池の利用実態を調査

し、和金を早く成長させず、通年出荷できるよう体長を維持する密度管理という生業技術

の詳細が明らかになる。第 2 章では平野の池で金魚養殖をおこなうことが多い大和郡山に

おいて、成長途中に選別が不要な和金が積極的に選ばれてきた事実を歴史資料にもとづき

ながら明らかにした。第 3 章では産卵前の準備から採卵にいたる技術を記述し、いずれの

生産環境でも高密度飼育のための放流匹数の調整が重要であることが示された。第 4 章で

はコンクリート製の孵化槽や直漬け（池に卵を直接入れる方法）など 3 つの孵化技術を記

述し、生産のみか生産兼卸売かという商業形態の違いに応じて選択される孵化技術が異な

ることを明らかにした。第 5 章では、稚魚の成長プロセスに応じて口径にあうサイズの餌

ミジンコを発生させる技術の詳細とその重要性が明らかになる。第 6 章では市場の需要に

応じた和金の民俗分類が示され、第 7 章では和金の流通経路と出荷量の季節性に関わる調

査からセリが和金の生産調整の場として機能していると指摘した。終章では、各章の成果

を踏まえ、他地域や他品種との比較から水産試験場をもたない大和郡山市における養殖技

術の向上を協同組合の自助的な活動から考察するととともに、原種に近い特徴を留めおく

点に和金生産の特徴があると結論づけた。  
このような本論文には以下のように優れた点を大きく 4 つ挙げられる。 

これまで民俗学や生態人類学では生業としての漁獲漁業に関わる研究が多く、生き物文

化誌学では愛好家による金魚の育種や品種改良に関わる研究に蓄積がみられる。一方、本



論文ではこれまで民俗誌として描かれることがなかった生業としての金魚養殖に着目し、

大量生産の技術を「生産環境」「生業技術」「出荷と流通」という三つの側面から広く捉え

た点に新規性がある。 

また、本論文は生産者への丹念な聞き取りと参与観察を通して、金魚の初期餌料である

ミジンコを確保するためにおこなわれる鶏糞投入のタイミングを金魚池やため池ごとで把

握し、生産者の限られた努力量で目的の生産量をあげるという粗放的な金魚生産技術の実

態を初めて明らかにした点も高く評価できる。 

さらに、本論文は生産技術の描写だけでなく、大和郡山における金魚養殖の発展要因を

ため池での黒鯉養殖の衰退など戦後日本における食生活の変遷と関連付けて分析した点が

特筆される。くわえて、養殖用ため池が奈良盆地全体に拡がっていたことを分布地図の作

成から明示し、奈良の地域研究に貴重な一次資料をもたらした点も評価できる。  

一方、本論文には課題もある。第一にかつて水資源が乏しかった奈良盆地で大量の水を

必要とする金魚養殖が開始された歴史的展開に関わる論述が不足していること、第二に出

荷した商品がどのように消費され、消費者のニーズが生産にいかに反映するのかという生

産と消費の相互作用をさらに解明する必要があることである。 

とはいえ、申請者は公開発表会において上に挙げた課題について的確に回答しており、

今後研究をさらに掘り下げていくための基盤は築かれたと判断できる。以上、本論文はこ

れまで詳細な調査がなかった商業的な金魚養殖の技術に着目し、その特徴を他地域や他品

種との対比から明らかにしたものであり、将来的に中国や東南アジアでの金魚飼育、ひい

ては錦鯉やほかの養殖魚との種間・品種間比較研究を進める礎となる成果として、博士の

学位を授与するに値すると審査委員全員一致で判断した。 

 
 
 
 


